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町・県民税の申告相談会が始まります町・県民税の申告相談会が始まります
特集特集 2～3面

広報

　第64回石川町成人式は１月8日、ホテル松多
屋で開催され、225人が新成人となりました。
　式典では、出席した１８５人が一人ずつ呼名さ
れ、代表して佐川政彌さん、吉田千晴さんに成
人証書が授与されました。
　添田勘太郎さんから「世界中の人々と絆を結
べる国際人を目指します」、瀧口優子さんから
「大人としての責任と自覚を持ち自分らしく生き
ていきます」と二十歳の抱負が述べられました。
【写真上】晴れ着に身を包んだ新成人
【写真下】成人証書授与のようす

第64回成人式第64回成人式
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Ho
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広報いしかわ 2 月号 ● 2

Q
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
は
？

Q
何
を
持
っ
て
い
け
ば

い
い
の
?

Q
農
業
所
得
を
申
告
す

る
場
合
は
？

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
へ

Q
営
業
・
そ
の
他
の
所
得
を

申
告
す
る
場
合
は
？

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
が
始
ま
り
ま
す

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
会
が
始
ま
り
ま
す

　
2
月
9
日
㈭
か
ら
3
月
15
日
㈭
ま
で
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
「
町
県
民

税
の
申
告
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
平
成
23
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の
収
入

を
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
内
職
も
含
み
ま
す
）。

な
お
、
郵
送
に
よ
る
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

 

平
成
24
年
1
月
1
日
現
在
、
石

川
町
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次

の
よ
う
な
方
は
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

・
農
業
、
商
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
各

種
事
業
等
を
営
ん
で
い
る
方

・
地
代
・
家
賃
等
の
所
得
、
不
動
産
・
株

式
等
の
譲
渡
所
得
、
年
金
・
内
職
等
の

所
得
の
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
方
、

及
び
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
支
給
さ

れ
た
方

・
公
的
年
金
収
入
で
4
0
0
万
円
以
上
の

方
、
ま
た
は
公
的
年
金
と
そ
れ
以
外
の

収
入
が
あ
る
方

・
公
的
年
金
収
入
の
み
の
方
で
、
医
療
費

控
除
や
雑
損
控
除
等
を
受
け
る
方

・
各
種
事
業
等
の
平
成
23
年
中
の

収
入
、
支
出
の
決
算
書
及
び
関
係

書
類
等

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
等
の
納
入
領
収

書
（
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納
期
を
8

期
、
ま
た
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、

納
期
を
7
期
で
納
入
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
平
成
23
年
分
の
所
得
の
申

告
で
は
、
平
成
23
年
1
月
1
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
入
し
た
納
期
分
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
又
は
領

収
書

・
生
命
保
険
料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
地

震
保
険
料
（
経
過
措
置
に
よ
り
長
期
損

害
保
険
料
の
み
従
前
の
損
害
保
険
料
控

・
田
・
畑
の
耕
作
面
積
、
野
菜
、

果
実
、
家
畜
等
、
全
農
作
物
（
農

作
業
受
託
料
を
含
む
）
の
販
売
明
細
書

等
・
農
業
収
入
以
外
の
収
入
（
家
賃
・
地
代

等
）
の
明
細
書
等

・
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
に
か

か
る
収
入
・
支
出
の
明
細
書

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

平
成
23
年
中
の
収
入
が
無
く
て
も
（
0

円
）
申
告
が
必
要
で
す
。

　
申
告
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
（
世
帯
の
合
計
）
が
受
け
ら
れ
な

い
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

・
売
上
帳
、
仕
入
帳
、
棚
卸
金
額
、

現
金
出
納
簿
等
の
帳
簿
類

・
営
業
・
そ
の
他
の
収
入
を
得
る
た
め
の

必
要
経
費
の
領
収
書
等

※
帳
簿
類
や
領
収
書
等
に
不
備
が
あ
る
と
、

再
度
申
告
相
談
に
来
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
帳
簿

類
を
整
理
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

A

A

A

A

除
を
適
用
）
な
ど
の
支
払
証
明
書

・
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領

収
書
（
10
万
円
以
上
又
は
所
得
金
額
の

5
％
以
上
を
支
払
っ
た
場
合
、
所
得
控

除
の
対
象
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

・
給
与
所
得
又
は
年
金
所
得
が
あ
る
方
は
、

源
泉
徴
収
票
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注
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
こ
と

お
問
い
合
わ
せ
先

※ 「
町
県
民
税
の
申
告
相
談
会
の
ご
案
内
」

の
郵
送
に
よ
る
通
知
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
平
成
23
年
中
に
前
頁
の
所
得
が

あ
っ
た
方
は
、
各
地
区
の
申
告
相
談
日

に
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
肉
用
牛
の
免
税
を
受
け
る
方
は
、
肉
用

牛
売
却
証
明
書
を
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
で
税
務
署
の
事

前
相
談
を
受
け
た
方
は
、
雑
損
控
除
の

「
雑
損
失
の
金
額
の
計
算
書
」
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

●
所
得
税
確
定
申
告

　
須
賀
川
税
務
署

　
〒
9
6
2
ı
0
8
4
4

　
須
賀
川
市
東
町
59
ı

25

　
　
☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
2
1
9
4　

●
町
県
民
税
申
告

　
石
川
町
役
場
税
務
課
課
税
係

　
　
☎
2
6
ı
9
1
1
8

町県民税申告相談会のお知らせ
月 日 曜日

申告相談地区
申告相談会場等

午　　前 午　　後
2 9 木 収入が年金のみの方（旧町内、中谷地区） ●申告相談会場

　石川町共同福祉施設（ 2 階）
　（石川町商工会館内）
●申告相談会場の電話番号
　☎２ ６ － ８２２８  
●申告相談時間
　午前 9 時～午前11時
　午後 1 時～午後 4 時
●その他
①該当地区の相談日に申告できない

方は、期限内の都合の良い日に申
告してください。（土・日・祝日を
除く）

②郵送による申告は、随時受付けて
いますので、自分で申告書を作成
された方は、期限内に関係書類を
添えて直接、須賀川税務署に郵送
して申告することもできます。

③「e-Tax（国税電子申告・納税シ
ステム）」を利用すると自宅から確
定申告ができます。

　詳 し く は、e-Taxホ ー ム ペ ー ジ
（http://www.e-tax.nta.go.jp）
をご覧ください。

●日程を変更しました
　1月に配布した申告日程の「３月５

日午後を新屋敷（石川）」に変更し
ました。

10 金 収入が年金のみの方（沢田・野木沢・山橋・母畑地区）
13 月 上母畑 母畑第一
14 火 湯郷渡 北　山
15 水 山　 形
16 木 板　 橋
17 金 南山形 北山形
20 月 沢井三里（上沢井）・下沢井 沢井三里（大池）・鳥内
21 火 沢井三里  （竹柄） 中　央・古　内
22 水 赤　羽 新屋敷（沢田）
23 木 中  田
24 金 形　見 谷　地
27 月 谷　沢 坂　路
28 火 双 　里
29 水 中   野

3 1 木 曲 　木
2 金 塩   沢
5 月 王子平 新屋敷(石川)
6 火 当　町 松木下・猫　啼
7 水 新　田 本　宮
8 木 北　町
9 金 新　町
12 月 三　芦・高　田
13 火 南　町 荒　町・和　久
14 水 馬場町 古　町
15 木 予備日
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米
、野
菜
、井
戸
水
な
ど

食
品
の
放
射
性
物
質
の
簡
易
測
定
結
果

　
町
で
は
、
消
費
者
庁
か
ら
食
品
放
射

能
測
定
器
の
貸
与
を
受
け
、
自
家
栽
培

の
野
菜
、
米
、
井
戸
水
な
ど
に
お
け
る

放
射
能
の
無
料
測
定
を
昨
年
12
月
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。　

　
1
月
13
日
ま
で
に
3
0
4
検
体
（
米

62
検
体
、
水
1
6
0
検
体
、
野
菜
31
検

体
、
果
物
12
検
体
、
そ
の
他
39
検
体
）

を
測
定
し
た
う
ち
、「
乾
燥
ひ
ら
た
け
」

と
「
干
し
椎
茸
」
の
2
検
体
か
ら
暫
定

規
制
値
を
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
検
体
は
暫
定

規
制
値
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
測
定
結
果
の
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
測
定
結
果
】

●
測
定
月
日

　
12
月
12
日
～
1
月
13
日

●
検
査
件
数
（
石
川
町
産
）

　
3
0
4
検
体

●
測
定
機
器

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ラ
ー

　
ベ
ク
レ
ル
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

井戸水等
(単位：件)

名　称 採取場所 セシウム137 セシウム134
検出せず 検出件数 検出せず 検出件数

井戸水

字石田、字大沢、字大橋、字大室、字鹿ノ坂、字北町、字国見、字
古舘、字境ノ内、字下泉、字白石、字新町、字外国見、字高田、字
立ヶ岡、字当町、字長久保、字曲ノ内、字松木下、字南町、字屋
敷入、字矢ノ目田、字和久、字渡里沢、赤羽、新屋敷（沢田）、沢
井、板橋、北山形、南山形、山形、形見、坂路、双里、中田、谷沢、
谷地、北山、母畑、湯郷渡、塩沢、中野、曲木

130 0 130 0

飲料水 山形 1 0 1 0
沢水 字下泉 1 0 1 0

地下水 字屋敷入、湯郷渡 2 0 2 0
引き水 字立ケ岡、形見、坂路、双里、中田、谷沢 7 0 7 0

水 字大沢、字大室、字沖ノ田輪、字高田、字南町、字梁瀬、板橋、山
形、形見、双里、中田、北山、母畑、中野 18 0 18 0

水（池） 板橋 1 0 1 0
※検出下限値：30ベクレル／kg程度

米
(単位：件)

名　称 採取場所 セシウム137 セシウム134
検出せず 検出件数 検出せず 検出件数

玄米

字入山、字王子平、字大内、字外国見、字当
町、字長久保、字成亀、字曲ノ内、字渡里
沢、赤羽、新屋敷（沢田）、沢井、板橋、北山
形、南山形、山形、坂路、中田、谷沢、母畑、
塩沢、中野、曲木

39 0 39 0

白米
字石塚、字大沢、字国見、字塩ノ平、赤羽、
沢井、板橋、北山形、南山形、形見、坂路、双
里、谷沢、中野

19 0 19 0

もち米 板橋、中田、谷沢 4 0 4 0
※検出下限値：30ベクレル／kg程度

　
米
、
井
戸
水
な
ど
の
食
品
の
放
射
性

物
質
の
簡
易
検
査
を
希
望
す
る
場
合
は
、

事
前
に
「
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
所
」

に
電
話
で
予
約
し
、
指
定
さ
れ
た
日
時

に
測
定
所
ま
で
食
品
等
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
測
定
に
は
30
分
ほ
ど
要
し
、

測
定
結
果
は
測
定
終
了
後
に
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
先

　
放
射
性
物
質
簡
易
測
定
所

　
石
川
町
字
当
町
4
1
8―

1

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
向
か
い
）

　
☎
２６
―

0
4
7
5

放
射
性
物
質
の

　
簡
易
検
査
に
つ
い
て

食品衛生法の規定に基づく食品
中の放射性物質の暫定規制値
（セシウム137と134の合計）

（単位：ベクレル／kg）
飲料水

200
牛乳・乳製品
野菜類

500穀類
肉・卵・魚・その他

◆お問い合わせ先　保健センター　☎ 26-8416
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野菜

果物

(単位：件　【　】内の単位はベクレル／㎏)

名　称 採取場所 セシウム137 セシウム134
検出せず 検出件数 検出せず 検出件数

大豆 沢井、板橋、塩沢 3 0 3 0
小豆 字外国見、南山形 2 0 2 0
青豆 字外国見 1 0 1 0
黒豆 字外国見 0 1（字外国見）【最大43】 1 0

エゴマ 南山形 0 1（南山形）
【最大112】 0 1（南山形）

【最大71】

干し柿
字境ノ内、字新町、字立
ヶ岡、赤羽、新屋敷（沢
田）、沢井、板橋、北山形、
形見、中田、谷沢、曲木

10 4（字新町、赤羽、沢井、
板橋、）【最大56】 12 2（沢井、板橋）【最大46】

干し椎茸 新屋敷（沢田）、北山形、
谷地 1 2（北山形）【最大463】 1 2（北山形）【最大302】

乾燥ひらたけ 中野 0 1（中野）【最大841】 0 1（中野）【最大552】
梅干し 字大室 1 0 1 0

いもがら 字秋台、赤羽、南山形 2 1（南山形）【最大34】 2 1（南山形）【最大30】
乾燥ワラビ 板橋 1 0 1 0

ふき 母畑 1 0 1 0
猪肉 北山 0 1（北山）【最大94】 0 1（北山）【最大70】

きじ肉 北山形 1 0 1 0
キクイモ 母畑 1 0 1 0

こんにゃくいも 字渡里沢 1 0 1 0
ぜんまい 形見 1 0 1 0
そば粉 中田 1 0 1 0
唐辛子 曲木 0 1（曲木）【最大56】 1 0

※検出下限値：30ベクレル／kg程度

その他

(単位：件　【　】内の単位はベクレル／㎏)

名　称 採取場所 セシウム137 セシウム134
検出せず 検出件数 検出せず 検出件数

カブ 板橋 1 0 1 0
さといも 字外国見 1 0 1 0

ジャガイモ 字石田、字古舘、字外国見、新屋敷（沢
田）、板橋、双里、中田、母畑、塩沢 10 0 10 0

とろ芋 中野 1 0 1 0
大根 沢井、板橋、南山形 3 0 3 0

玉ねぎ 字境ノ内 1 0 1 0
土ねぎ 字立ヶ岡 1 0 1 0
ネギ 字北町、字高田、中野 2 1（字北町）

【最大32】 3 0

白菜 字新町、字当町、字渡里沢、沢田、形
見、中野、曲木 9 0 9 0

ベビーリーフ 曲木 1 0 1 0
※検出下限値：30ベクレル／kg程度

(単位：件　【　】内の単位はベクレル／㎏)

名　称 採取場所 セシウム137 セシウム134
検出せず 検出件数 検出せず 検出件数

柿 母畑 1 0 1 0
キウイフルーツ 字当町、赤羽、形見、双里、母畑、塩沢、曲木 8 1（形見）【最大32】 9 0

ゆず 字猫啼 0 1（猫啼）【最大51】 1 0
りんご 赤羽 1 0 1 0

※検出下限値：30ベクレル／kg程度
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アナログテレビ放送は
今年3月31日に放送終了します
［アナログテレビ放送終了までの画面イメージ］

 
 

 
 

ご覧のチャンネルは2012年3月31日に終了します・ ・・ 

【お問い合わせ】 
総務省地デジコールセンター 
0570-07-0101  
○○○コールセンター 
××××-××-××××  
 

ご覧の○○○アナログ放送の番組は 
2012年3月31日に終了しました。 
今後も○○○デジタル放送を 

お楽しみください。 
 

停波後 
  アナログ放送は映りません。 

 

2012年3月31日 
正午以降 

3月31日正午からブルーバックのお知らせ 
画面を表示します。24時までに停波します。 

3月31日24時までに停波し、 
この後は、映りません。 

 （実際の表示内容等は、今後決定される予定です。） 

　総務省では、地上デジタル放送の受信対応がまだお済みでない
次の世帯を対象に簡易地デジ対応チューナー（1台）の無償給付
などの支援を行っています。詳しくはお問い合わせください。

デジサポ福島　☎024−505−1010

町民税非課税世帯に対して
地デジチューナーを無償で給付しています

地デジのことでわからない場合は…

☎0570-03-3840
①生活保護などの公的扶助世帯、障がい者のいる町民税非課税世帯、社会福祉施設入居世帯、

東日本大震災等により被災した世帯で「ＮＨＫ受信料全額免除の世帯」に対する支援
※IP電話など、ナビダイヤル
　がつながらない場合は 03-4334-2668へ

FAX番号 03-5304-2011

☎0570-023-724
② ①以外の「町民税非課税の世帯」に対する支援

※IP電話など、ナビダイヤル
　がつながらない場合は 03-4334-2669へ

FAX番号 03-5304-2011

総務省 地デジコールセンター　☎0570−07−0101
受付時間：平日 午前9時～午後9時、土・日・祝日 午前9時～午後6時
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曲木
71.23%
曲木
71.23%

上母畑
56.82%
上母畑
56.82%

母畑第一
74.00%
母畑第一
74.00% 湯郷渡

42.62%
湯郷渡
42.62%

北山
39.53%
北山
39.53%

中田
43.80%
中田
43.80%

塩沢
34.48%
塩沢
34.48%

中野
58.62%
中野
58.62%

鳥内
58.06%
鳥内
58.06%

字のみの地区
57.26%

字のみの地区
57.26%新屋敷

41.18%
新屋敷
41.18%

赤羽
33.33%
赤羽
33.33%

古内
25.00%
古内
25.00%

下沢井
35.90%
下沢井
35.90%

沢井三里
37.37%
沢井三里
37.37%

中央
60.00%
中央
60.00%

山形
30.00%
山形
30.00%

双里
44.81%
双里
44.81%

本宮
43.33%
本宮
43.33%

形見
37.68%
形見
37.68%

南山形
70.21%
南山形
70.21%

板橋
55.95%
板橋
55.95%

谷地
44.44%
谷地
44.44%

坂路
33.33%
坂路
33.33%

谷沢
48.44%
谷沢
48.44%

北山形
50.00%
北山形
50.00%

～まだ設置がお済みでない方はお早めに～

住宅用火災警報器の設置状況
石川町は５１．２２％

住宅用火災警報器とは・・・
　住宅用火災警報器は、住宅火災からの「逃げ遅れによる死者」
を減少させることを目的に昨年6月に設置が義務付けられました。
　設置場所は、「寝室」「階段（ 2 階以上に寝室がある場合）」「一
部廊下（一つの階に4 畳半以上の部屋が5 部屋以上ある場合）」
です。台所や居室については、義務ではなく任意設置ですが、
多くの火気を取り扱う台所からの出火は依然多いのが現状です
ので、台所への住宅用火災警報器の設置もおすすめします。
　警報器は、4,000円～5,000円程度で電器屋さんやホームセン
ターなどで購入することができます。取り付けも電池式で配線不
要のものが多く、ネジやフックなどで簡単に取り付けられますの
で、未だ設置されていない方は早めに設置してください。

　平成23年６月、住宅火災からの逃げ遅れによる死者を
減少させるために「住宅用火災警報器」の
設置が義務化されました。
　昨年10月に須賀川地方広域消
防組合が実施したアンケートで
は、石川町の住宅用火災警報器
設置率は51.22％となりました。

　まだ未設置の世帯が半数近くあ
ると考えられます。火災から身を
守るためにもまだ設置されていな
い世帯は早めの設置をお願いします。

住警器アンケート集計結果
石川町全世帯数

アンケート回収 住警器設置数
B

住警器設置率
B／A世帯数A 世帯数（%）

4.319 2.901 67.17％ 1.486 51.22%

（内訳）

大字 行政区 世帯数
アンケート

設置 一部
設置 設置率 備考

回収数 回収率

字のみ
の地区

北町 380 245 64.47% 121 38 64.90%

57.26%

新町 91 91 100.00% 28 10 41.76%
三芦 136 74 54.41% 38 5 58.11%
南町 97 56 57.73% 13 4 30.36%
荒町 86 54 62.79% 14 5 35.19%

馬場町 214 179 83.64% 116 17 74.30%
古町 68 66 97.06% 19 8 40.91%
当町 155 83 53.55% 49 5 65.06%

松木下 56 44 78.57% 25 2 61.36%
猫啼 80 31 38.75% 16 3 61.29%

王子平 58 40 68.97% 22 4 65.00%
和久 30 29 96.67% 1 3 13.79%

新屋敷 39 39 100.00% 35 4 100.00%
新田 226 174 76.99% 66 19 48.85%

沢井

下沢井 49 39 79.59% 13 1 35.90%

39.52%
沢井三里 130 99 76.15% 23 14 37.37%

古内 53 32 60.38% 6 2 25.00%
中央 63 40 63.49% 19 5 60.00%

赤羽 赤羽 112 39 34.82% 9 4 33.33% 33.33%

新屋敷
新屋敷 54 51 94.44% 15 6 41.18%

47.56%
鳥内 31 31 100.00% 6 12 58.06%

山形 山形 153 60 39.22% 12 6 30.00% 30.00%
板橋 板橋 139 84 60.43% 26 21 55.95% 55.95%

南山形 南山形 63 47 74.60% 19 14 70.21% 70.21%
北山形 北山形 46 32 69.57% 11 5 50.00% 50.00%

双里
本宮 31 30 96.77% 10 3 43.33%

44.57%
双里 322 154 47.83% 40 29 44.81%

形見 形見 80 69 86.25% 20 6 37.68% 37.68%
谷沢 谷沢 86 64 74.42% 11 20 48.44% 48.44%
坂路 坂路 43 27 62.79% 5 4 33.33% 33.33%
谷地 谷地 27 27 100.00% 6 6 44.44% 44.44%
中田 中田 174 137 78.74% 33 27 43.80% 43.80%

母畑
母畑第一 77 50 64.96% 27 10 74.00%

63.04%
上母畑 99 88 88.89% 36 14 56.82%

湯郷渡 湯郷渡 86 61 70.93% 15 11 42.62% 42.62%
北山 北山 71 43 60.56% 9 8 39.53% 39.53%
中野 中野 263 145 55.13% 73 12 58.62% 58.62%
曲木 曲木 123 73 59.35% 28 24 71.23% 71.23%
塩沢 塩沢 228 174 76.32% 52 8 34.48% 34.48%

計 4,319 2,901 67.17% 1087 399 51.22% 51.22%







●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp
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遠藤　久幸さん（21歳）　●字立ヶ岡

▶次回は、遠藤さんの紹介で南條友香さんです。

職業▶印刷会社に勤務しています。

Q	

Q	

Q	

Q	

A

A

A

A

今、情熱を傾けて取り組んでいることは何
ですか
野球です。小さいころから続けているスポー
ツなので、これからも続けていきたいと思
います。
将来やってみたいことや夢を聞かせてくだ
さい
幸せな家庭を持って、今まで迷惑ばかりか
けてきた親に親孝行をしてあげたいです。
将来どんな町になって欲しいですか
笑顔があふれる元気な町になって欲しいで
す。
最後に理想のタイプは
笑顔が似合う家庭的な人です。

円谷　祐
ゆう

太
た

くん（4歳）（左）
　　　洸

こう

太
た

くん（1 歳1か月）（右）

「仲良し兄弟の２人です！
これからもずっと笑顔で仲良くね！　

茂パパ、幸ママより　中野字八斗蒔



●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集していま
す。気軽にお問い合わせください。　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真
画像を添えお送りください。 koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

（有）よしだや   添田　真貴さん 
中野店〒963−7837　大字中野字矢ノ内57−2　☎26−7288　FAX26−7297
双里店〒963−7807　大字形見字双里22　　　  ☎26−2359　FAX26−8331

ほのぼの
        二人三脚
ほのぼの
        二人三脚

今まで支えてくれた地域の人々に感謝

氏名：瀬谷　清美さん（７7歳）
　　　　　　チヱさん（７1歳）
住所：中野字摺ノ実
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お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

３
人
で
す
。

結
婚
さ
れ
て
50
年
、
思
い
出
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和
36
年
に
結
婚
し
ま
し
た
。
結
婚
し

た
時
か
ら
二
人
で
一
緒
に
理
容
業
で
生
計
を
立
て

て
き
ま
し
た
。
私
は
、
当
時
東
北
で
も
珍
し
か
っ
た
理
容
学

校
の
第
1
期
生
と
し
て
卒
業
し
、
18
歳
か
ら
68
歳
ま
で
現
在

の
店
舗
で
働
き
ま
し
た
。
妻
は
現
在
も
理
容
師
を
続
け
て
い

ま
す
。

　
結
婚
当
時
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
結
婚
式
の
習
慣
が
定

着
し
て
い
な
い
な
か
、
青
年
会
の
仲
間
達
に
自
宅
に
舞
台
な

ど
の
式
場
を
造
っ
て
も
ら
っ
て
結
婚
式
を
あ
げ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
結
婚
し
て
す
ぐ
に
妻
に
石
川
町
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
歩
い
て
町
内
を
案
内
し
た
こ
と
も
二
人
の
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
人
と
も
旅
行
が
好
き
で
、
北
海
道
、

四
国
、
沖
縄
な
ど
一
緒
に
国
内
旅
行
を
し
、
ホ
テ
ル
も
豪
華

だ
っ
た
南
九
州
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
私
達
は
50
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
理
容
師
と
し
て
営
業

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
苦
し
か
っ
た
時
代
か
ら
共
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
妻
に

も
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

清
美
…
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
続
け
て
い
る
毎
日

の
散
歩
と
、
週
に
1
回
家
族
で
行
く
買
い
出
し
が

楽
し
み
で
す
。

チ
ヱ
…
庭
の
手
入
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
み
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

今
出
川
・
北
須
川
の
桜
が
好
き
で
す
。
県
外
の
名

所
も
何
か
所
か
見
て
き
ま
し
た
が
、
石
川
の
桜
は

ど
こ
の
桜
に
も
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

若
い
人
た
ち
が
働
け
る
よ
う
に
雇
用
の
場
所
を
確

保
し
、
人
口
の
増
加
に
結
び
付
け
て
欲
し
い
で
す
。

A

A

A

A A

Q Q

QQ Q

　よしだや4代目の添田真貴さんは、同店で洋菓子を担当しています。
　添田さんは、大学で経済学を学んだあと家業を継ぐために新潟

県で6年半にわたり洋菓子の修業をし、平成20年から中野店に勤務しています。
　新潟県での修行中に「新潟県中越地震」と「新潟県中越沖地震」を経験し、

「新潟地震の時に人の絆を感じ、メンタル面で凄く勉強になりました」と当時を
振り返ります。今回の震災では、震災後も休まずに店を開け、震
災前にケーキを予約してくれたお客さんへ連絡をとるなどお客さ
んへの気遣いに余念がありませんでした。「子どもの誕生日のケー
キを心待ちにしている人もいるだろうと思って店を開け続けました。
材料を運ぶトラックが放射能を恐れたため栃木県まで受け取りに
行ったこともありましたが、在庫でうまくつなぎながら何とか店
を開け続けることができました」と震災の苦労を話してくれました。
　「雇用を創出するなど社会に貢献できるようになりたい。故郷
が今日より明日、明日より明後日と更に良くなるように、私を育
ててくれた故郷に郷土愛を持って恩返しがしたいと思っています」
と話し、今月から桜の花びらを浮かべたプリンなど桜にちなんだ
商品の販売を始め桜のPRにも一役買うなど、添田さんはお菓子へ
の情熱と地域への愛情を持って頑張っています。
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い
し
か
わ
の
歴
史

石
川
桜
め
ぐ
り

故
郷
の
歩
み
を
学
ぶ

８　
鎌
倉
幕
府
と
石
川
氏

�
樹
種
名　
　
熊
野
桜

�
樹
齢　
　
　
２
０
０
年

�
形
状
寸
法　
樹　
　
高　
14
m　

　
　
　
　
　
　
胸
高
幹
周　
３
～
４
m

�
特
記
事
項

　
明
治
初
期
、
三
芦
地
内
で
疫
病
が
流
行
し
、
子
供
３
人
が
死
亡
し
た
こ

と
か
ら
、
疫
病
を
追
い
払
う
た
め
、
熊
野
本
宮
大
社
（
和
歌
山
県
）
よ
り

御
神
体
を
受
け
御
堂
を
建
立
し
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
祈

念
し
て
植
樹
し
た
２
本
の
桜
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
見
頃　
４
月
中
旬

熊
野
桜  

字
鹿
ノ
坂

▲鶴岡八幡宮（神奈川県鎌倉市）
一ノ鳥居から見た若宮大路

　
奥
州
合
戦
で
平
泉
藤
原
氏
を
滅
ぼ
し
た

源
頼
朝
は
、
建
久
3
年
（
1
1
9
2
年
）

7
月
、
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
、
武
士

に
よ
る
政
権
＝
鎌
倉
幕
府
を
確
立
し
ま
し
た
。

　
頼
朝
は
平
泉
藤
原
氏
亡
き
後
の
広
大
な

奥
羽
（
陸
奥
と
出
羽
）
を
支
配
す
る
た
め
、

自
分
に
従
っ
た
武
士
（
御
家
人
）
に
所
領

を
与
え
ま
し
た
。
相
馬
氏
、
伊
達
氏
、
会

津
蘆
名
氏
、
岩
瀬
二
階
堂
氏
、
結
城
白
川

氏
な
ど
、
戦
国
時
代
ま
で
存
続
し
た
領
主

は
み
な
関
東
の
御
家
人
で
し
た
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
平
泉
藤
原
氏
と
関
係

が
あ
っ
た
岩
城
氏
と
石
川
氏
は
、
何
と
か

頼
朝
か
ら
御
家
人
の
身
分
を
獲
得
し
ま
し
た
。

石
川
一
族
は
有
光
以
来
の
石
川
荘
内
の
地

頭
と
し
て
、
土
地
と
住
民
の
支
配
を
保
持

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
石
川
氏
が
鎌
倉
幕
府
の
歴
史
書
『
吾

妻
鏡
』
に
登
場
す
る
の
は
、
建
久
6
年

（
1
1
9
5
年
）
3
月
10
日
条
に
お
い
て
で

す
。
こ
の
日
頼
朝
は
、
平
氏
の
た
め
に
焼

け
落
ち
た
東
大
寺
の
再さ

い
こ
ん建

供
養
の
た
め
、

京
都
か
ら
御
家
人
を
従
え
て
奈
良
に
向
か

い
ま
し
た
。
そ
の
行
列
は
三
列
で
し
た
が
、

佐
竹
別
当
、
石
河
大お

お
い
の
す
け

炊
助
、
沢
井
太
郎
が

馬
に
乗
り
並
ん
で
供ぐ
奉ぶ
し
ま
し
た
。

　
佐
竹
別
当
は
秀
義
、
大
炊
助
は
秀
義
の

遠
縁
に
当
た
る
光
家
の
子
光
盛
で
、
沢
井

太
郎
は
基
光
の
子
の
光
義
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
奥
州
合
戦
の
と
き
、
平
泉
に
味
方
し
て

頼
朝
に
処
罰
さ
れ
た
秀
康
は
光
義
の
弟
で

す
か
ら
、
光
義
の
系
統
は
頼
朝
か
ら
冷
遇

さ
れ
、
光
盛
の
系
統
が
優
遇
さ
れ
て
一
族

の
長
（
惣
領
）
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
石
河
」
の
名
乗
り
と
「
大
炊
助
」
と
言
う

官
職
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
頼
朝
の
死
後
二
代
将
軍
と
な
っ
た
頼
家

と
、
弟
で
三
代
将
軍
実
朝
は
非
業
の
死
を

遂
げ
、
源
氏
将
軍
は
三
代
で
断
絶
し
ま
し

た
。
後
鳥
羽
上
皇
は
こ
れ
を
政
権
奪
還
の

好
機
と
み
て
挙
兵
し
ま
し
た
が
あ
え
な
く

敗
れ
、
隠
岐
に
流
さ
れ
ま
し
た
（
承
久
の

乱
）。
こ
の
合
戦
の
と
き
の
激
戦
地
は
京
都

宇
治
橋
で
し
た
が
、『
吾
妻
鏡
』
承
久
3
年

（
1
2
2
1
年
）
6
月
14
日
の
戦
死
者
石
河

三
郎
も
石
川
氏
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
三
代
将
軍
実
朝
の
死
後
、
将
軍
は
京
都

藤
原
氏
出
身
の
摂
家
将
軍
が
二
代
、
次
い

で
皇
族
将
軍
が
四
代
続
き
ま
す
が
、
実

権
を
握
っ
た
の
は
執
権
北
条
氏
、
特
に

「
得と

く
そ
う宗」

と
呼
ば
れ
た
北
条
氏
嫡
流
で
し
た
。

　
平
成
7
年
に
、
鎌
倉
市
の
若
宮
大
路
に

面
し
た
北
条
氏
小
町
邸
跡
の
溝
か
ら
3
点

の
木
簡
（
写
真
は
『
石
川
町
史
』
第
三
巻

を
参
照
）
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
「
お
ぬ
き
の
二
ろ
う
」（
小
貫
二
郎
）、

「
ま
き
の
む
く
の
す
け
」（
牧
木
工
助
）、「
か

わ
し
り
の
五
ろ
う
」（
河
尻
五
郎
）
と
あ
り
、

石
川
一
族
の
三
人
が
御
家
人
の
勤
め
と
し

て
若
宮
大
路
の
土
木
工
事
に
従
事
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

1 月号の系図中「光家」の子「光家」
とあるのは、正しくは「光盛」です。
お詫びして訂正します。



◆地域福祉ネットワーク標語
「地域みんなで、気にかけあい・見守りあい・声かけあって、誰もが安心して暮らせる地域づくりを」

●
相
談
・
連
絡
先　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
２
６
―
４
６
０
６

13 ● 広報いしかわ 2 月号

竹
柄
地
区
に
も
サ
ロ
ン
が
で
き
ま
し
た

　
10
月
26
日
に
、
町
内
で
は
35
ヵ
所
目
、
沢
田
地
区
で
は
9
ヵ
所
目
と
な
る
『
竹

柄
サ
ロ
ン
』
が
誕
生
し
ま
し
た
。
集
会
所
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、
ま
ず
、
こ

た
つ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
近
況
報
告
を
し
、
そ
の
後
、
広
い
部
屋
に
移
動
し

て
ス
ト
レ
ッ
チ
や
筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
運
動
を
し
ま
し
た
。

　
2
回
目
に
は
、
運
動
に
使
う
新
聞
棒
も
作
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
動
か
さ
な
い

筋
肉
を
伸
ば
し
た
り
、
動
か
し
た
り
し
な
が
ら
「
う
わ
ー
、
こ
れ
は
き
く
ね
ー
」

「
腹
へ
っ
こ
み
そ
う
だ
わ
」「
い
や
ー
、
せ
い
せ
い
す
る
な
い
」
と
会
話
も
は
ず
み
、

頭
の
体
操
で
は
爆
笑
も
起
こ
り
ま
し
た
。

　
初
回
に
参
加
し
た
方
は
、「
運
動
っ
て
聞
い
て
、
自
分
は
み
ん
な
と
同
じ
に

は
で
き
ね
が
ら
来
ね
が
と
思
っ
た
ん
だ
、
こ
れ
な
ら
一
緒
に
で
き
る
わ
な
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
男
性
の
皆
さ
ん
や
若
い
方
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
が
元
気
で
畑
仕
事

や
お
家
の
こ
と
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
竹
柄
サ
ロ
ン
は
毎
週
火
曜
日 

午
前
9
時

30
分
か
ら
竹
柄
集
会
所
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
近
く
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ロ

ン
立
上
げ
、
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

しんごろう餅

材　料 （4人分）

米…………………………１.５合
じゅうねん………１/２カップ
　　砂糖…………大さじ４（36ｇ）
　　酒…………………大さじ２
　　みそ…大さじ２と１/４（41ｇ）
　　スキムミルク
　　　……………大さじ２（１２ｇ）
割り箸………………………８本
柚子の皮……………………少々

●食改さんの　　　　　　　
　私たち食改会員は、「自分や家族、地域の健康を守りましょう！」を目標に、健康づくりの
ための食について学び、季節の食材を使った簡単レシピ、バランスのよいメニューの紹介、
料理教室の開催などの活動をしています。
　今回は、じゅうねんを使ったどこか懐かしい感じがするレシピを紹介します。
　じゅうねんは丁寧に煎り、油が出るまでよくすり潰すことがポイントです。味噌と合わせた
じゅうねん味噌は、団子や田楽、おはぎ等に塗ったり野菜と和えたりしても美味しいです。
　焼き色をつける時、焦げやすいので注意が必要ですが、焼くと香ばしく食欲増進に繋がり
ます。ご飯は、残ったものでも美味しく出来ます。冷えたご飯を使う時は、温めてから使うと
潰しやすいですよ。

●食改さんの　　　　　　　
　私たち食改会員は、「自分や家族、地域の健康を守りましょう！」を目標に、健康づくりの
ための食について学び、季節の食材を使った簡単レシピ、バランスのよいメニューの紹介、
料理教室の開催などの活動をしています。
　今回は、じゅうねんを使ったどこか懐かしい感じがするレシピを紹介します。
　じゅうねんは丁寧に煎り、油が出るまでよくすり潰すことがポイントです。味噌と合わせた
じゅうねん味噌は、団子や田楽、おはぎ等に塗ったり野菜と和えたりしても美味しいです。
　焼き色をつける時、焦げやすいので注意が必要ですが、焼くと香ばしく食欲増進に繋がり
ます。ご飯は、残ったものでも美味しく出来ます。冷えたご飯を使う時は、温めてから使うと
潰しやすいですよ。

●栄養士のひとこと
　じゅうねんはエゴマ（荏胡麻）とも言われるシソ科の植物です。
　じゅうねんには食べると十年長生きすると言われるくらい、アルファ・リノレン酸という
健康によい油が６０％以上含まれています。
　アルファ・リノレン酸は必須脂肪酸の一つであり、人間が生きていくうえで欠かせない油
となり、動脈硬化、視力障害、アレルギー予防に効果的です。
　また、体に溜まりにくいのでダイエットにも効果的と言われています。

●栄養士のひとこと
　じゅうねんはエゴマ（荏胡麻）とも言われるシソ科の植物です。
　じゅうねんには食べると十年長生きすると言われるくらい、アルファ・リノレン酸という
健康によい油が６０％以上含まれています。
　アルファ・リノレン酸は必須脂肪酸の一つであり、人間が生きていくうえで欠かせない油
となり、動脈硬化、視力障害、アレルギー予防に効果的です。
　また、体に溜まりにくいのでダイエットにも効果的と言われています。

●作り方
①米は洗って、固めの水加減で炊く。
（米の分量の目盛りよりやや少なめの目盛り
に合わせて水を入れる。）
②じゅうねんは鍋やフライパンで乾煎りしてす
り鉢などでよくすり潰す。
③鍋にＡを混ぜ合わせ、中火にかけて練り②の
じゅうねんを加え混ぜ合わせる。
④炊き上がったご飯をすりこぎ棒で粘りが出
るまで潰したら、卵大に丸め割り箸にさす。
⑤④に③のじゅうねん味噌を全体に塗り、グリ
ルやトースターで表面に焼き色がつくまで
焼いたら出来上がり。
⑥お好みで彩りに千切りした
　柚子の皮をのせる。

●作り方
①米は洗って、固めの水加減で炊く。
（米の分量の目盛りよりやや少なめの目盛り
に合わせて水を入れる。）
②じゅうねんは鍋やフライパンで乾煎りしてす
り鉢などでよくすり潰す。
③鍋にＡを混ぜ合わせ、中火にかけて練り②の
じゅうねんを加え混ぜ合わせる。
④炊き上がったご飯をすりこぎ棒で粘りが出
るまで潰したら、卵大に丸め割り箸にさす。
⑤④に③のじゅうねん味噌を全体に塗り、グリ
ルやトースターで表面に焼き色がつくまで
焼いたら出来上がり。
⑥お好みで彩りに千切りした
　柚子の皮をのせる。

｛Ａ
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町民グラウンド及び総合体育館の平成24年度管理人を募集します
施設名 町民グラウンド 総合体育館

募集人員 １名 ２名

雇用期間 平成24年4月1日（日）から
　　　　　11月30日（金）まで

平成24年4月1日（日）から
　　　　　平成25年3月31日（日）まで

勤務日及び
勤 務 時 間

原則、金曜日から月曜日までの午前9時
から午後4時まで（利用状況により変更
する場合あり。）

火・木・土曜日または水・金・日曜日のロー
テーションによる週３日で午前８時３０分から午後
５時１５分まで（利用状況により変更する場合あり）

業務内容
町民グラウンド、旧石川小学校校庭、
町民テニスコート等社会体育施設の維
持管理及び周辺環境の整備

総合体育館・多目的広場等の管理及び予約申請
書の受け付け、施設の清掃など

賃　　金 ４，５００円／１日 ６，０００円／１日
応募資格 スポーツに関心があり、健康状態良好で普通自動車運転免許証を所持している方

◉応募にあたっては、履歴書（市販のもの）に写真を貼付し、２月２４日（金）までに教育課
体育振興係（石川町公民館内）へお申し込みください。

◉選考結果は、３月中旬に文書にて通知します。
●お問い合わせ先
　教育課体育振興係（石川町公民館内）電話２６－２５６６

石
川
町
社
会
福
祉
協
議

会
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

平
成
24
年
度
採
用
の
事
務
職
員
を
次

に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
職
種
及
び
予
定
人
員

　
一
般
事
務
（
高
校
卒
程
度
）
1
名　
　

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
可
能
な

方
で
事
務
業
務
全
般

●
受
験
資
格

　
昭
和
46
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

　
⑴
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
⑵
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（
準
禁
治
産
者
を
含
む
）

　
⑶
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の

執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま

で
の
者

●
試
験
方
法

　
作
文
、
適
性
検
査
、
面
接

●
試
験
期
日

　
3
月
13
日
㈫
午
前
9
時
か
ら

●
試
験
会
場

　
石
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
石
川
町
字
松
木
下
88

●
受
験
手
続

　
申
込
用
紙
は
、
石
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
石
川
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
）
で
交
付
し
ま
す
。

●
受
験
申
込
受
付
期
間

　
2
月
6
日
㈪
〜
2
月
20
日
㈪
（
執
務

時
間
中
に
限
り
ま
す
。）

●
勤
務
時
間
・
給
与
等

　
本
会
就
業
規
則
及
び
給
与
規
程
に

よ
る

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
〒
9
6
3
ı
7
8
5
4

　
石
川
町
字
松
木
下
88

　
☎
2
6
ı
3
7
9
3

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
を
み
な
さ
ん
の

自
慢
の
写
真
で
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か

●
応
募
期
間　

　
3
月
1
日
㈭
〜
4
月
5
日
㈭
ま
で

●
テ
ー
マ　
石
川
町
の
人
・
笑
顔
・

行
事
な
ど
季
節
感
が
あ
る
も
の
（
町

内
で
撮
影
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。）

●
応
募
規
格

　
カ
ラ
ー
写
真
1
人
3
枚
ま
で

　
（
未
発
表
の
も
の
）

　
応
募
者
本
人
が
撮
影
し
、
被
写
体

の
承
諾
を
得
た
も
の
で
、
被
写
体
の

持
つ
諸
権
利
（
肖
像
権
等
）
に
関
し

て
は
一
切
の
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

●
応
募
先

　
石
川
町
議
会
事
務
局
（
持
参
か
郵
送
）

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

●
審
査　

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

●
そ
の
他

　
ト
リ
ミ
ン
グ
（
切
り
抜
き
）
の
利

用
を
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
応
募
作
品
は
原
則
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。

　
作
品
の
著
作
権
は
町
議
会
に
帰
属

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

☎
2
6
ı
2
1
1
6
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　温水プールでは、平成24年度水泳教室に参加する小・中学生を募集します。
●申込受付期間	 2月14日（火）〜2月29日（水）
●申 込 先	 石川町温水プール（大字双里字川向2−2）
●申 込 方 法	 申込書を提出していただきます。
	 ※申込書は温水プール窓口にあります。電話での申し込みは受け付けません。
●各教室の定員　　12名　　
●各教室の内容

教 室 区 分 対　　　象 内　　　容
キッズクラス 泳げない子 水泳基本動作、クロール
ジュニアクラス 少しでも泳げる子 クロール、背泳ぎ
ステップアップ ひとつの泳法なら距離を泳げる子 ４泳法の習得
スピードクラス 複数の泳法で泳げる子 ４泳法のレベルアップ

●教室・受講料	 教室区分・対象者・日程・受講料は次のとおりです。
教 室 区 分 対　　　象 日　　　程 受　講　料 講　　　師

キッズクラス１ 小１～３年生 4／7～全４０回
毎週土曜日　午前１０時～

２０，０００円

相楽真由美先生
キッズクラス２ 小１～３年生 4／7～全４０回

毎週土曜日　午前１１時～

キッズクラス３ 小１～３年生 4／7～全４０回
毎週土曜日　午後 １ 時～

キッズクラス４ 小１～３年生 4／7～全４０回
毎週土曜日　午後 2 時～

ジュニアクラス１ 小１～6年生 4／10～全４０回
毎週火曜日　午後 4 時３０分～

吉田小夜子先生

ジュニアクラス２ 小１～6年生 4／12～全４０回
毎週火曜日　午後 6 時３０分～

ジュニアクラス３ 小1～６年生 4／11～全４０回
毎週水曜日　午後 4 時３０分～

ジュニアクラス４ 小1～６年生 4／12～全４０回
毎週木曜日　午後 4 時３０分～

ジュニアクラス5 小１～6年生 4／13～全４０回
毎週金曜日　午後 4 時３０分～

ステップアップ1 小1～6年生 4／11～全４０回
毎週水曜日　午後 6 時３０分～

ステップアップ2 小1～６年生 4／13～全４０回
毎週金曜日　午後 6 時３０分～

スピードクラス 小１～6年生 4／7～全４０回
毎週土曜日　午後 3 時３０分～ 相楽真由美先生

●温水プール入場料金（教室の参加には入場料が必要です）
１ 回 券 回 数 券 半 年 券 年 間 券

小学生 １００円 １，０００円 ２，０００円 ３，７００円
中学生 ２００円 ２，０００円 ４，０００円 ７，５００円
一　般 ４００円 ４，０００円 ８，０００円 １５，０００円

●お問い合わせ先　　石川町温水プール　☎26−5884
　※お申込み・お問い合わせは次の時間にお願いします。
　火〜金曜日　午後1時〜午後8時30分
　土・日曜日　午前10時〜午後5時30分

石川町温水プール水泳教室生徒募集

【注　意】
①各教室は1時間です。
②応募者が定員に満たない教室は、実施しない

場合があります。
③応募者が定員を上回る教室は、調整又は抽選

になる場合があります。
④後日、参加者説明会を開催します。
⑤受講料は説明会の際に納めていただくことに

なります。
⑥受講料には保険料を含みます。
⑦教室参加者は受講料のほかに入場料が必要です。
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森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年

4
月
以
降
、
山
林
の
所
有
者
と
な
っ
た

方
は
市
町
村
長
へ
の
事
後
届
出
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相

続
等
に
よ
り
山
林
を
新
た
に
取
得
し
た

方
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず
取
得
し
た
土

地
の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
振
興
課　

☎
2
6
ı
9
1
2
8

　
県
中
農
林
事
務
所
森
林
林
業
部

　
☎
0
2
4
ı
9
3
5
ı
1
3
6
7

森
林
の
所
有
者
届
出
制
度
が

4
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

65
歳
～
69
歳
の
方
の
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

助
成
に
つ
い
て

　
高
齢
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
、
福

島
県
医
師
会
等
の
協
力
の
下
、
被
災
地

復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
、
本
年
度

（
平
成
23
年
度
）
に
限
り
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
事
業
を

行
い
ま
す
。

●
対
象
者

　
石
川
町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、
65

歳
以
上
70
歳
未
満
の
方

　
（
昭
和
17
年
4
月
2
日
～
昭
和
22
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

●
接
種
回
数　
一
人
1
回

●
接
種
料
金　
無
料
（
県
内
の
指
定
さ

れ
た
医
療
機
関
に
限
る
）

※
県
外
に
避
難
中
で
、
県
外
の
医
療
機

関
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た
い
場
合

は
、
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
実
施
期
限

　
平
成
24
年
3
月
31
日
㈯
ま
で

　
（
各
指
定
医
療
機
関
で
事
前
受
付
を
し

ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
状
況
に
よ

り
、
接
種
可
能
日
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

指
定
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

●
実
施
手
順

①
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
い
方
は

直
接
、
医
療
機
関
に
申
し
込
み
ま
す
。

②
医
療
機
関
で
、
問
診
票
に
記
入
し
接

種
を
受
け
ま
す
。

③
医
療
機
関
か
ら
交
付
さ
れ
た
接
種
済

み
証
は
、
接
種
年
月
日
を
確
認
し
、

5
年
間
は
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
、

5
年
以
上
の
接
種
間
隔
を
空
け
て
か
ら

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
前
回
の
接
種
か

ら
5
年
未
満
の
方
は
、
今
回
の
接
種
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
よ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

「
石
川
町
予
防
接
種
事
故
災
害
補
償
規

　
毎
年
、
年
度
末
の
3
月
期
は
自
動
車

の
登
録
・
検
査
の
申
請
の
た
め
、
多
く

の
方
が
訪
れ
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
手
続
き
に
何
時
間
も

か
か
る
こ
と
も
あ
り
、
申
請
者
の
皆
様

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
手
続
等
を
お
考
え
の

方
は
、
早
期
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　
福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

　
登
録
関
係

　
☎
0
5
0
ı
5
5
4
0
ı
2
0
1
5

　
検
査
関
係

　
☎
0
2
4
ı
5
4
6
ı
0
3
4
2

自
動
車
の
登
録・検
査

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　
福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局
は
、
平

成
24
年
4
月
16
日
㈪
か
ら
次
の
所
在
地

に
移
転
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
移
転
先　
〒
9
6
3
ı
8
5
3
9

　
郡
山
市
希
望
ケ
丘
31
番
26
号

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　
☎
0
2
4
ı
5
3
4
ı
1
1
1
1

福
島
地
方
法
務
局
郡
山

支
局
の
移
転
に
つ
い
て

　磐城石川駅では、新幹線やJR各線の
切符だけでなく、JR高速バスの乗車券
や東京週末フリー切符など、お得な
企画乗車券の購入ができます。
ぜひ、ご利用ください。

切符は、磐城石川駅の
「みどりの窓口」で

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の

募
集
に
つ
い
て

　
林
野
庁
関
東
森
林
管
理
局
で
は
、

国
有
林
に
関
心
の
あ
る
成
人
を
対
象
に
、

平
成
24
年
度
・
平
成
25
年
度
の
2
年

間
活
動
い
た
だ
く
「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　
70
名

●
依
頼
期
間

　
平
成
24
年
4
月
～
平
成
26
年
3
月

●
依
頼
内
容

　
期
間
中
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
は

国
有
林
の
広
報
誌
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
定
期
的
に
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
答
え
い
た
だ
く
ほ
か
、
国
有

林
の
管
理
経
営
に
対
す
る
意
見
や
提

言
を
お
伺
い
し
ま
す
。

●
応
募
条
件

①
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群

馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
新
潟
県
、
山
梨
県
及
び

静
岡
県
に
お
住
ま
い
の
国
有
林
に
関

心
を
有
す
る
成
人

（
た
だ
し
、
国
会
及
び
地
方
議
会
の
議

員
、
地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
常
勤

の
国
家
公
務
員
並
び
に
現
在
ま
た
は

過
去
に
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
経
験
が

あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
電
子
メ
ー

ル
を
利
用
可
能
な
環
境
に
あ
る
方
で
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
や
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー

ド
で
作
成
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
可

能
な
方

●
応
募
方
法

　
平
成
24
年
2
月
20
日
㈪
（
当
日
必
着
）

ま
で
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
必
要
事
項

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
②
性
別
、
③

生
年
月
日
、
④
住
所
、（
郵
便
番
号
）、

⑤
電
話
番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）、
⑥
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑦
職
業
、
⑧

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、

⑨
応
募
の
理
由
（
1
0
0
字
程
度
）

●
お
申
し
込
み
先

　
kanto_kikaku@rinya.maff.go.jp

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

担
当
者
（
企
画
調
整
室
内
）

　
☎
0
2
7
ı
2
1
0
ı
1
1
5
0

薨
0
2
7
ı
2
1
0
ı
1
1
5
4

則
」
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
補
償
を

行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
2
6
ı
8
4
1
6
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定
例
行
政
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

心
配
ご
と
相
談

精
神
科
医
師・弁
護
士

に
よ
る
無
料
相
談
会

　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
相
談
を

次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
2
月
18
日
㈯

　
午
前
９
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

　
福
島
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部
で
は
、

次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　
3
月
4
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

●
相
談
内
容

　
相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
農
地
転

用
な
ど
の
許
認
可
手
続
き
、
そ
の
他
ど

こ
へ
相
談
し
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

こ
と
ど
な
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部
事
務
局　

　
☎
２６

ı
1
9
2
7

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精
神
科
医
師

及
び
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
大
丈
夫
か
な
？

な
ど
と
思
わ
ず
心
配
な
こ
と
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容

・
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
会

　
こ
こ
ろ
の
病
気
や
認
知
症
で
悩
ん
で

い
る
方
や
家
族
な
ど

・
弁
護
士
に
よ
る
相
談
会

　
借
金
や
日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

●
日
時　
2
月
15
日
㈬

　
午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

●
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

相
談
は
無
料
で
す
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
☎
２
６
ı
８４１６




●
日
時

　
2
月
24
日
㈮

　
3
月
9
日
㈮

　
時
間
は
い
ず
れ
も

　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
２
６
ı
３９８６




全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　
福
島
地
方
法
務
局
で
は
「
全
国
一

斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し

ま
す
。

●
日
時　
2
月
12
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

　
福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局

●
内
容

　
不
動
産
・
商
業
登
記
の
手
続
、
土
地

の
境
界
問
題
（
筆
界
特
定
含
む
）、
遺

産
相
続
、
地
代
・
家
賃
等
の
供
託
、
戸

籍
・
国
籍
、
夫
婦
・
家
庭
内
の
問
題
、

成
年
後
見
、
公
証
に
関
す
る
こ
と
、
お

年
寄
り
・
子
ど
も
の
虐
待
、
い
じ
め
・

体
罰
問
題
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
障
が
い
者
の
差
別
問
題
、
風
評

被
害
に
よ
る
人
権
問
題
な
ど

●
担
当
者

　
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人
権
擁
護
委
員

●
電
話
相
談

　
電
話
相
談
も
併
せ
て
実
施
し
ま
す

　
☎
0
1
2
0
ı
2
2
7
ı
7
4
6

　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
地
方
法
務
局　

　
☎
0
2
4
ı
5
3
4
ı
1
9
4
1

法
的
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ

た
ら「
法
テ
ラ
ス
」へ

　
借
金
、
離
婚
、
相
続
、
労
働
問
題
、

犯
罪
被
害
、
原
発
問
題
、
震
災
関
係
な

ど
で
お
困
り
の
場
合
、
ま
ず
は
法
テ
ラ

ス
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
法
テ
ラ
ス
は
国
が
設
立
し
た
公
的
な

法
人
で
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
利
用
で

き
ま
す
。

●
法
テ
ラ
ス
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
0
5
7
0
ı
0
7
8
3
7
4

　
平
日　
　
午
前
9
時
～
午
後
9
時

　
土
曜
日　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
法
テ
ラ
ス
支
援
セ
ン
タ
ー
福
島

地
方
事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
福
島
）

　
〒
9
6
0
ı
8
1
3
1

　
福
島
市
北
五
老
内
7
ı
5

　
イ
ズ
ム
37
ビ
ル
4
階

　
☎
0
5
0
ı
3
3
8
3
ı
5
5
4
0

交
通
事
故
無
料
相
談
会

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、「
自
動

車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

し
、
交
通
事
故
相
談
を
無
料
で
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
月
2
回
同
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
無
料
弁
護
士
相
談
会
を
開
催

し
、
被
害
者
・
加
害
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の
法
律
に
関
す
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相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
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～
午
後
5
時

※
来
訪
さ
れ
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。
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催
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国 保 だ よ り

広報いしかわ 2 月号 ● 18

　ノロウイルスは手指や食品などを介して、口
から感染し腸で増え、おう吐、下痢、腹痛など
を起こします。健康な方は軽症で回復しますが、
子どもやお年寄りなどは重症化することがあり
ます。
　そのため、次の予防対策を徹底して行うこと
が大切です。
⑴食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗

いましょう。
⑵下痢やおう吐等の症状がある方は、食品を直

接取り扱う作業をしないようにしましょう。
⑶胃腸炎患者に接する方は、患者のふん便や吐

ぶつを適切に処理し、感染を広げないように
しましょう。

⑷特に、子どもやお年寄りなど抵抗力の弱い方は、
加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱し
て食べましょう。また、調理器具等は使用後に
洗浄、殺菌しましょう。

※ノロウイルスは、熱湯消毒（85度以上で1分以
上の加熱をする）か、塩素系の消毒剤や家庭用
漂白剤でなければ効果的な消毒はできません。
塩素系の消毒剤の使用に当たっては「使用上の
注意」を確認しましょう。

●お問い合わせ先
　石川町保健センター　☎26−8416

医療費助成にかかる諸注意について

ノロウイルスによる
胃腸炎を予防しましょう

　町では、子ども（中学校修了前まで）・ひとり親
家庭・重度心身障がい者を対象に医療費の助成を
行っています。

　医療費の助成は、保険診療のみが対象です。
１．助成の対象とならないもの

①保険診療対象外（自費）の部分
　保険外併用療養費、診断書や証明書料、健康

診査料、おむつ代、ベッド差額料、お薬の容
器代など

②高額療養費、付加給付金等に該当する部分
③交通事故や第三者行為によるケガ等の治療に

該当する場合（損害保険や自動車保険等で保
険診療医療費が賄われる（支払われる）場合
など）

　登録事項等に変更があったときには、手続きを
必ず行ってください。

１．届け出が必要なとき
①加入している健康保険に変更があったとき
②住所・氏名・保護者等に変更があったとき
③受給者証を紛失・破損・汚損したとき

２．受給者証を返却していただくとき
①町外へ転出するとき
②死亡したとき
③生活保護受給世帯になったとき
④その他（給付資格を喪失したとき）

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125

自殺対策予防標語
「家族愛・地域の愛で自死防止」
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石川町 2～ 3月の主な予定

2 月  ● February 3 月  ● March

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10
11
12
13
14

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

1歳6か月児健診(13:00～)　　　　　　

在宅当番医　　　　　　　　　　　　　　　　　　
行政書士無料相談（10：00～）　　　　

3～4か月児健診（13：00～）　　　　　
ＢＣＧ予防接種（13：00～）

在宅当番医　

石川、 沢田中学校卒業式
6～7か月児健診（9：30～）

保健センター

石川中央医院
石川町公民館

保健センター
保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

各中学校
保健センター

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

定例行政相談（9：00～12：00）　　　　
在宅当番医

１歳児教室（9：30～）　
3歳3か月児健診（13：00～）　　　　　

在宅当番医

石川町公民館
ひらた中央病院

（平田村）

保健センター
保健センター

ひらた中央病院
（平田村）

（平成23年12月 1日～12月31日まで届出分　敬称略）

氏 名 保 護 者 住所

三瓶亜
あ

優
ゆ

夢
む

（善　治・幸　恵）下　泉

角田　隼
はや

人
と

（　剛　・遥　佳）湯郷渡

荻野　悠
ゆう

亜
あ

（雄　一・知　恵）鹿ノ坂

山田　賢
けん

志
し

（真太郎・美　幸）湯郷渡

近内　涼
りょうせい

晟（孝　司・律　子）中　野

氏 名 住 所

佐久間　正　治　　新　町
中　野　キミ子　　北　町
鈴　木　之　夫　　当　町
添　田　通　男　　南山形
添　田　昌　稔　　双　里
長　田　邦　男　　猫　啼
添　田　ヨシ子　　古　舘
洒　井　ヱ　イ　　山　形
水　野　マ　キ　　谷　沢
鈴　木　孝　雄　　山　形
近　内　定　子　　中　野
野　内　勝　一　　新屋敷
高　坂　啓　作　　大　室
長　田　英　夫　　猫　啼
曲　山　正　人　　塩　沢
小　湊　佳　男　　山　形

　新　郎　新　婦（出身地）　

郷　　　元（新屋敷）・矢部美穂子（新屋敷）

渡邉　雅也（当　町）・渡邉　祐美（当　町）

曲山　博伸（塩　沢）・渡辺　美樹（三春町）

●2月27日㈪までに納めましょう
　　国民健康保険税（第8期）

●2月29日㈬までに納めましょう
　　後期高齢者医療保険料（第7期）



編集後記
　毎年新年を迎えると「今年こそはダイエッ
ト…」とここで宣言していますが、いつも
早々と挫折しています。今年は今のところ
運動を続けられています。運動と野菜の摂
取量を増やしたせいか爪周辺の肌荒れが治
るなど健康になったような気がします。健康
には定期的な運動とバランスの良い食生活
だと感じています。インフルエンザが流行
の兆しを見せ始めました。皆さん、うがい手
洗いを励行して感染を予防するなど、体調
管理に気をつけましょう。　   （矢内　清春）

表紙の写真

第298回第298回

石　川
中学校

【施設紹介】
　昨年12月に大規模耐震工事が終了しました。真
新しい校舎、素晴らしい環境の中で中学校生活を
送れることに感謝しながら、422名の生徒たちが
日々学習に部活動に励んでいます。

町民憲章
1.自然と文化を愛し
　　　　　　　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　　　　　　　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　　　　　　　誇りある町をつくりましょう

●今月の隊長（広報無線の声）

南山形小学校　６年　緑川　善大さん

Ｑ．毎日の通学などで防犯に気をつけていることは？
Ａ．下校の時は、広報無線のアナウンスが鳴る前に家

につくようにしています。
Ｑ．将来の夢を聞かせてください。
Ａ．高層ビルや大きな建物を設計する建築士になりたいです。

だから、算数の図形の勉強を特にがんばっています。

子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊子ども防犯呼びかけ隊
よしひろ

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL（0247）26-2112　FAX（0247）26-0360
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

町の人口

17,343人（ 　　6）

（  ）内前月比

●１月１日現在住民基本台帳●

男
女
世帯数

8,481人（ 　　9）
8,862人（  △  3）
5,705戸（ 　　1）

沢田児童館に通う小林　祐登（ゆうと）くん、祖
父の富男さん、祖母のとき子さんです。
沢田児童館に通う小林　祐登（ゆうと）くん、祖
父の富男さん、祖母のとき子さんです。

（左から）
桑田陽香さん、
大熊あゆみさん
（以上3年生）、
円谷夏季さん、
小湊菜月さん、
相楽光太さん、
熊懐龍さん
（以上2年生）

　浮世絵を愛し、日本庭園を愛し、その池の
水面に咲く睡蓮を愛したモネ。移ろいゆく
一瞬の光と影の世界を、モネは生涯描き続
けたのです。

石川中学校美術部
印象派美術館計画第9弾
クロード・モネ
「睡蓮」


